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広がる社会基盤の裾野
• 情報の⼒で⾃ら社会を少し動かしてみる

2CSIS-iホームページより



⼟⽊は昔からビッグデータ
• 地形図作成⽤の⻑い歴史（航空写真によるステレオ写真測量）

3アジア航測、朝⽇航洋HPより

1956年当時、最先端だったステレオプロッティン
グマシンA8精密図化機

（東京⼤学⽣産技術研究所丸安研究室）

その後、1960年にコンピュータによる解析航空三
⾓測量法を世界最初に開発（アジア航測）



全体を俯瞰する⼒
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データを抱え込むのではなく、その先へ・・

55
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http://urbandata-challenge.jp/

6

アーバンデータチャレンジは6年⽬を迎えました！



■第1期拠点 地域拠点コーディネーター（代表者）

北海道ブロック 川口晴海 室蘭市役所

茨城ブロック 藤沼創 水戸市役所

東京ブロック 中村輝 日野市役所

神奈川ブロック 畑中祐美子 Code for Kohoku

石川ブロック 福島健一郎 (一社)コード・フォー・カナザワ

静岡ブロック 伊藤允彦 しずおかオープンデータ推進協議会

大阪ブロック 古崎晃司 大阪大学

島根ブロッzク 野田哲夫 島根大学

徳島ブロック 新久保渡 徳島県庁

福岡ブロック 安河内公洋 Code for Kurume

2018年度、地域拠点は47+2へ！

■第2期拠点 地域拠点コーディネーター（代表者）

岩手ブロック 岩渕琢哉 一関市役所

福島ブロック 藤井淳 会津若松市役所

滋賀ブロック 冨江新 大津市役所

奈良ブロック 佐藤拓也 Code for IKOMA

和歌山ブロック 大池洋史 和歌山県庁

鳥取ブロック （フォローアップ拠点）

山口ブロック 山下泰弘 山口市役所

愛媛ブロック 兼久信次郎 Code for DOGO

佐賀ブロック 牛島清豪 Code for Saga

鹿児島ブロック 久永忠範 NPO法人鹿児島インファーメーション

2014第1期拠点ブロック
2015第2期拠点ブロック
2016第3期拠点ブロック
2017第4期拠点ブロック
2018年5期拠点ブロック
フォローアップ拠点

■第3期拠点 地域拠点コーディネータ一（代表者）

埼玉ブロック 後藤真太郎 立正大学

千葉ブロック 手塚純子 株式会社WaCreation / machimin

富山ブロック 冨成敬之 Code for Toyama City

山梨ブロック （フォローアップ拠点）

長野ブロック 諸田和幸 Wikipedia TOWN in INA Valley

岐阜ブロック 石井哲治 Code for GIFU

愛知ブロック 河口信夫 名古屋大学

京都ブロック （フォローアップ拠点）

兵庫ブロック （フォローアップ拠点）

岡山ブロック 守屋涼子 (一社)データクレイドル

■第4期拠点 地域拠点コーディネータ一（代表者）

青森ブロック 竹村彩 青森県庁

福井ブロック 川上昂太 福井県庁

広島ブロック 市川育夢 Code for Hiroshima

香川ブロック （フォローアップ拠点）

高知ブロック 須藤順 高知大学

長崎ブロック 横山正人 Code for NAGASAKI

熊本ブロック 境章 熊本学園大学

大分ブロック 足立郁 (公財)ハイパーネットワーク社会研究所

宮崎ブロック 東拓弥 宮崎県庁

沖縄ブロック 石川晃久 (一社)沖縄オープンラボラトリ

■第5期拠点 地域拠点コーディネーター（代表者）
北北海道ブロック ⿊井理恵 なにいろ⼯房
秋⽥ブロック 柿崎知洋 秋⽥市企画財政部情報統計課
⼭形ブロック ⻫藤伸 ⼭形市企画調整部情報企画課
宮城ブロック ⽒家滉⼀ WE Project/株式会社都市設計
栃⽊ブロック 加藤翔太 宇都宮市総合政策部情報政策課
群⾺ブロック ⿓野正孝 株式会社ブレインファーム
東東京ブロック 榎本真美 Code for Cat

新潟ブロック ⼭﨑達也 ⼤学連携新潟協議会ビッグデータ・オープンデー
タ活⽤研究会

三重ブロック 斎藤直正 UDC三重実⾏委員会／株式会社エムエスケー
Maped by CARTO & MIERUNE  http://bit.ly/udc2018map



UDCのあゆみ・持続運営のための格闘
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2013
⾸都圏で実施（UDCT）

2014
全国展開・拠点ブロック開始

コーディネータ公募
2015

ブロックメンター導⼊
データスポンサー・学⽣奨励賞導⼊ 2016
メンター研修実施・アクティビティ部⾨導⼊

ベスト地域拠点賞導⼊

10拠点・56作品応募

20拠点・158作品応募

75作品応募

全国にシビックテック普及！

30拠点・198作品応募

2017
中間シンポ地域拠点で初実施（⾦沢）

本応募作品を対象にファイナル前⽇にデモ・デー開催
40拠点・232作品応募



実は⽇本で有数の技術系学会



⼟⽊学会 南海トラフ巨⼤地震の被害推計



じつは結構幅広い⼟⽊学会
⼟⽊学会の委員会



平成29年度
⼟⽊学会⻑特別委員会 国⼟・⼟⽊とAI懇談会
委員 ⽒名 勤務先名称 勤務先所属部署

座⻑ 坂村 健 東洋⼤学 情報連携学部 学部⻑
会⻑ ⼤⽯ 久和 (公社)⼟⽊学会 会⻑
委員 佐⽥ 達典 ⽇本⼤学 理⼯学部 交通システム⼯学科 空間情報研究室 教授

委員 関本 義秀 東京⼤学 ⽣産技術研究所 ⼈間・社会系部⾨ 准教授
委員 森 昌⽂ 国⼟交通省 技監
委員 坪⾹ 伸 （⼀財）⽇本建設情報総合センター 理事
委員 ⼩沼 恵太郎 パシフィックコンサルタンツ(株) 交通基盤事業本部 
オブザーバー 遠藤 元⼀ 東⽇本⾼速道路(株) 取締役兼専務執⾏役員 管理事業本部⻑
事務局 塚⽥ 幸広 (公社)⼟⽊学会 専務理事
事務局 ⽯郷岡 猛 (公社)⼟⽊学会 会員・企画課 課⻑
事務局 湯浅 岳史 (公社)⼟⽊学会 会員・企画課 課⻑補佐



インフラ・国⼟管理における

⼟⽊とICTの融合に関する提⾔
1. 基本的考え⽅
2. ICTによるインフラデータの取得と管理
3. 「⾃⼰完結型」マネジメントから「オープン型」マネジメントへ
4. ⼟⽊界の連携、他分野との連携の促進
5. 独⾃システム主義からの脱却
6. ⼟⽊系のICT⼈材の育成
7. オープン化の推進と適切な管理システムの構築

8. ⼟⽊とICTの融合の場の創出
9. 各主体の役割
10. おわりに



インフラ・国⼟管理における

⼟⽊とICTの融合に関する提⾔
8. ⼟⽊とICTの融合の場の創出
– ⼟⽊とICTの融合促進のため、新技術を試⾏的に

導⼊する機会を設置
– 様々な分野、規模、時期でコンテストを開催し、
イノベーションを誘発

– ⼤学やベンチャー企業における新技術の研究開発、
実⽤化を資⾦⾯で⽀援する



提⾔や調整に奔⾛するだけでなく
• 学会⾃らが⽮⾯に⽴って、実⾏しよう！
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インフラデータチャレンジ 企画概要
• 募集部⾨

1. アプリ部⾨：データを活⽤したアプリの作成
2. アイデア部⾨：データの分析による課題解決策、ソリューションの提案
3. データ部⾨：データの可視化、新しいデータセットの構築

• 賞⾦
– 最優秀賞：賞⾦50万円、賞⾦総額400万円を予定

• 実施体制
– 主催：（公社）⼟⽊学会
– 後援：国⼟交通省、国⼟地理院、気象ビジネス推進コンソーシアム、東洋⼤学INIAD、気象庁、

東京⼤学⽣産技術研究所
– 協賛：パスコ、NEXCO3社（東⽇本、中⽇本、⻄⽇本）、エイト⽇本技術開発、⿅島建設、

奥村組、鉄建建設、⻄松建設、⽇本⼯営、⼤林組、パシフィックコンサルタンツ、富⼠通交通・道
路データサービス、社会システム総合研究所、⾸都⾼速道路、計量計画研究所、建設技術研
究所、オリエンタルコンサルタンツ（ほか予定）

– 運営事務局：⼟⽊学会⼟⽊情報学委員会
– 運営協⼒：東京⼤学⽣産技術研究所、（⼀社)社会基盤情報流通推進協議会
– データパートナー：国⼟交通省、⼟⽊研究所、東京都、島根県、⼭⼝県、会津若松市、加古

川市、周南市、河川財団、社会基盤情報流通推進協議会、国際航業、パスコ、⾸都⾼速道
路、NEXCO東⽇本、NEXCO中⽇本、NEXCO⻄⽇本、富⼠通交通・道路データサービス、社会
システム総合研究所、⽇本デジタル道路地図協会（ほか予定） 16



ウェブサイト
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http://jsce-idc.jp



提供データ例（最新状況はサイトで！）

18

分野 組織 データ種類 データ詳細 期間 範囲 公開区分 データ形式
道路関連 NEXCO東・中・⻄ 道路諸元 路線、IC、橋梁、トンネル 17.3.31時点 管内全体 公開 Excel

交通量 路線利⽤台数 17年度 〃 〃 〃
代表トラカンデータ 過去1ヶ⽉ 〃 ⾮公開 CSV
渋滞情報 〃 〃 〃 Excel

SA・PA情報 基本情報、主な施設 17.3.31時点 〃 〃 〃
⼯事情報 ⼯事規制を伴う⼯事予定 調整中 〃 〃 〃

⾸都⾼ 路線情報 路線名、延⻑、⾞線数 最新 〃 公開 〃

交通量 トラカン（サンプル）
繁忙期・⼀
般期1ヶ⽉ 〃 ⾮公開 CSV

⽉別⾞種別通⾏台数、
ETC利⽤率 17年度 〃 公開 Excel

PA情報
駐⾞台数、コンビニ、AED
等 最新 〃 公開 〃

⼯事情報 ⼯事規制予定
特定の⼀週
間 〃 公開 〃

富⼠通交通・道路
データサービス 商⽤⾞プローブデータ 平均旅⾏時間のみ 16・17年2⽉ 東京23区 限定公開
関本研究室 道路損傷画像 公開 画像
加古川市 公⽤⾞プローブカー（200台） 1年分 市全域 限定公開 CSV

公⽤⾞プローブカー（200台）リンク集計
データ 1年分 市全域 公開 CSV, Excel

周南市 ⾃治体の橋梁点検データ 市全域 限定公開 画像、Excel
⼭⼝県 コンクリート施⼯データベース 県全域 公開

交通
公共交通オープン
データ協議会 鉄道・バス・⾶⾏機等運⾏情報等 リアルタイム 東京周辺 ⼀部公開
AIGID JR松江駅構内の流動データ（1.5年分） （1.5年分） 松江駅 公開 CSV
会津若松市 公⽤⾞・公共交通⾞両⾛⾏情報 公開
〃 会津市内バス時刻表情報 公開
〃 除雪⾞⾛⾏軌跡データ 公開予定
〃 歩⾏空間ネットワークデータ 公開予定
運輸総合研究所 各駅旅客発着通過状況（⾸都交通圏） 限定公開 xlsx



提供データ例（つづき）
河川 河川財団 ⽔難事故マップ 全国 限定公開 xlsx
港湾 国交省港湾局 港湾調査 港湾別の貨物品⽬、輸出国等 全国 公開 doc,xlsx,pptx

全国輸出⼊コンテナ
貨物流動調査ほか

コンテナ貨物などについて港湾別、
輸出先別のＯＤ 全国 xlsx

空港 国交省航空局 航空輸送統計年報
国内全体の運⾏回数、旅客数、
貨物量など 全国 公開

国際航空旅客動態
調査

空港別、⽅⾯別の旅客、貨物の
ＯＤ 全国 公開

空港管理状況調書
空港別の離着陸回数、旅客数、
貨物量など 全国 公開

⽔道 東京都⽔道局 ⽔質 河川・貯⽔池、浄⽔場、給⽔栓 25年度 東京都 公開 CSV
お客様満⾜度調査結
果 東京都

7⽉末公開
予定

⼯事 島根県 ⼯事実績 数千件 島根県 CSV

地形地質 国際航業
航測写真・航空レー
ザー・MMS 新宿区 限定公開

パスコ MMS等
⼟⽊研究所 ボーリング柱状図 － ⽇本全国 公開 XML

⼟質試験結果 － ⽇本全国 公開 XML

防災 内閣府
中央防災会議の各種
災害データ

「南海トラフの巨⼤地震モデル検
討会」及び「⾸都直下地震モデル
検討会」の両検討会 CSV
中部圏・近畿圏の内陸地震に関
する専⾨調査会 CSV
⽇本海溝・千島海溝周辺海溝型
地震に関する専⾨調査会 CSV
東海地震、東南海・南海地震等
に関する専⾨調査会 CSV
⾸都直下地震対策専⾨調査会 CSV
南海トラフの巨⼤地震モデル検討
会 CSV
⾸都直下地震モデル検討会 CSV 19



進捗状況と今後のスケジュール
• 5⽉24⽇：オフィシャルサイト公開、コンテスト参加申込開始、

成果報告シンポ内でキックオフ宣⾔、
• 7⽉13⽇：応募フォーム開設
• 8⽉6⽇：キックオフシンポジウム開催
• （適宜）開発者向けサイト開設、開発者向けセミナー等開催
• ʼ19年1⽉26⽇：応募締め切り
• 4⽉：発表、表彰
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重要な点
• 今回のイベント⽤に提供頂いた「限定公開データ」とすでに⼀般に公開されて

いる「⼀般公開データ」があります。
• 応募規約を確認し、データが登録されているG空間情報センターのID作成し、

規約に承諾する事によりデータが使えるようになります。
• 限定公開データを⽤いた作品は本イベント以外では使う事はできません。本

イベント以外で使いたい場合はデータパートナーに個別に許諾を取って下さい。
• ただし、本イベントが許諾した「連携イベント」（アーバンデータチャレンジ2018、

第2回東京公共交通オープンデータチャレンジ）で使ったり応募したり事は可
能です。（⼀部のデータ除く）

• また、応募作品内容を学会等において発表する事は問題ありません（謝辞
にその旨記載下さい）。是⾮、卒論・修論に！

• 開発者は、⾃⼰の責任において限定公開データを御利⽤下さい。

（詳細は、HPの応募規約を御確認下さい）
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規約への同意
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連携イベント
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管理者からの悩み（指定課題）もあります！
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指定課題（続き）
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Mediumで連載記事を掲載します！
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積極的な参加お待ちしています！
sekimoto@iis.u-tokyo.ac.jp


